
第4章 構想実現のための区政の運営方針

　この基本構想を着実に実現していくために、今後の区政の運営方針を次のとおり定めます。

●平和と人権・多様性の尊重

　世界の恒久平和は人類共通の願いであり、人々の生活の豊かさの礎です。目黒区は、戦争

の記憶を風化させることなく、平和の尊さへの理解を深め、争いや差別などがない平和な社会

を次代に確実に引き継いでいきます。

　また、年齢、国籍、性のあり方、障害の有無などに関わらず、個性や違いを認め合うことが

できる意識の醸成を図り、全ての人が互いの人権を尊重し合う地域社会をつくります。

●区民と区が共に力を出し合い連携・協力する区政の推進

　区民と区が連携・協力する区政の前提として、多様な手段により積極的に情報発信を行い、

更なる情報共有を進めます。また、区民と区がつながる双方向のコミュニケーションを確立し、

より多くの機会や手段を通して区民が区政に参画できる環境を整えます。

　そうした環境の下、地域の課題解決を自ら行う地域の活動団体や企業など、多様な地域

社会の担い手と区が共に力を出し合い、連携・協力して、地域全体の力で区民生活の質の向

上に努めます。

●未来を見据えた持続可能な行財政運営

　目指すべき未来を想像し、長期的な視点に立って、安定的に運営できる財政基盤を確立

するとともに、施策の選択と集中により効果的な取組を見極め、起こり得る変化やリスクに

適応した施策を展開します。また、区有施設の計画的な更新や、区民生活や地域社会に大き

な変化をもたらす今後の技術革新に的確に対応し、行政のデジタル化をはじめとする業務

改善と区民生活の質の向上とを両立して実現します。

　これまでの仕組みや慣行にとらわれず、果敢に変革に挑戦できる人材を育成・

活用し、限られた行政資源の中でも効率的で将来にわたって持続可能な行財

政運営を推進していきます。

第
４
章 

構
想
実
現
の
た
め
の
区
政
の
運
営
方
針

11



目黒区基本構想

第5章 基本目標

　「まちの将来像」に掲げる「心地よいまち」をより具体的なまちの姿としてとらえ、実現する

ための区政運営の柱となる政策目標として、五つの基本目標を定めます。

基本目標1

　子どもたちの学びと成長は、目黒の未来への架け橋です。子どもを産み育てたいという希望

が叶う環境は、地域社会の活力につながります。また、子どもたちだけでなく、年齢を重ねた後

でも学びと成長は人を豊かにします。それが、生活の豊かさにつながります。

　目黒区は、あらゆる場面で子どもの権利を尊重し、地域の温かな見守りの中で、子どもたち

が生き生きと成長することができ、安心して子どもを産み育てられる地域社会をつくります。学

校、家庭、地域が一体となり、子どもたちが個性を認め合いながら、学び、育ち合い、人として心

豊かに、また、将来の社会の担い手として、健やかに成長することができる良好な教育環境を

整えます。

　更に、年齢を重ねても、生涯にわたり区民一人ひとりが希望に合った学びの機会を得ること

ができ、その学びを地域の中で生かすことができる学び合いの好循環の環境をつくります。

学び合い成長し合えるまち
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基本目標2

　地域は、そこに集う人がつくります。そして、様々な機会や手段を通じた人と人とのつながりが、

地域の活力や生活しやすい環境を生み出します。区民一人ひとりが自分の地域に関心を持ち、

何かあったときには、そのつながりを基にして互いに助け合い、支え合っている、そんな地域の姿

が求められます。また、区民が心身ともに健康で文化的な生活を送り、地域の活気やにぎわいを

創出するためには、芸術文化、スポーツの振興や地域経済の発展も欠かせません。

　目黒区は、地域に住む人、地域で働き、学ぶ人など、地域に集う様々な人々が、多様な地域

活動や自治体同士の交流、様々な観光資源等、更には芸術文化やスポーツの活動を通して、

豊かなコミュニティを形成し、盛んに交流し、活発に活動しているまちを目指します。

　また、個性豊かな地域産業や魅力ある商店街の持続的な発展を支え、まちのにぎわいを創出

します。

人が集い活力あふれるまち
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目黒区基本構想

基本目標3

　誰もが、どんなときでも、自分らしく生き生きと活動することができれば、全ての区民の生活

が豊かになります。健康や生活上の様々な困難に直面したとき、社会から孤立せず、安心して

暮らし続けられる環境は、区民一人ひとりが暮らしやすく、生きがいを持ち、地域を共に創って

いく地域共生社会の実現につながります。

　目黒区は、年齢や障害、疾病、経済状況などの事情に関わらず、誰一人取り残されること

なく、全ての区民が住み慣れた地域で、生涯を通じて自分らしく健康に生き生きと暮らし続けら

れる環境を整えます。

　そうした暮らしの支えとなる共に支え合う地域づくりとともに、保健・医療・福祉の連携を

進め、それらの充実を図ります。また、感染症などの健康危機にも対応できる質の高い医療

提供体制の整備や、食の安全などの生活環境の確保に努めます。

健康で自分らしく暮らせるまち
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基本目標4

　全ての区民が生き生きと暮らし、活動するためには、誰もが行動しやすく、暮らしやすいよう、

まちの快適さと利便性を高めていくことが必要です。また、都市生活の潤いであるみどりは、

区民の生活に不可欠であり、魅力ある景観を形成する役割も担っています。こうしたまちづくりが、

まちの魅力を高め、区民の愛着を生みます。

　目黒区は、地域の魅力となる商業地や利便性が高く良好な住環境など、それぞれの地域特性

を生かしたまちづくりを進めるとともに、都会にあっても多様な生物が息づくみどり豊かな環境を

守り、目黒らしい都市景観を形成・維持します。加えて、誰もが快適で安全な都市基盤施設の

整備を進め、みどりの潤いと利便性の高い都市機能が共存する心地よい生活空間をつくります。

　また、地球環境を意識した環境負荷の少ない生活行動や事業活動を促し、豊かな暮らしを

次代に引き継ぐことができる持続可能な地域社会をつくります。

快適で暮らしやすい持続可能なまち
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目黒区基本構想

基本目標5

　東京における大規模地震の発生リスクに加え、地球温暖化を要因として台風やゲリラ豪雨

は大規模化・激甚化しており、自然災害により甚大な被害が発生する危険性は従来にも増して

高まっています。こうした自然災害による被害を軽減させるためには、発生予測などの情報を

広く共有し、予防・応急対応や復旧・復興に係る対応能力を高め、災害に強いまちをつくって

いく必要があります。また、区民の日常生活を脅かす犯罪や交通事故、新たな感染症の発生

などへの対策も、安全で安心して暮らせるまちの実現には欠かせません。

　目黒区は、住宅や施設、都市基盤の防災・減災機能の向上を推進するとともに、災害に備える

日頃の取組を支え、区民、地域団体、企業、そして区がそれぞれの役割を理解し、助け合う自助・

共助・公助の連携・協力体制を整えます。

　また、時代や環境に伴って変化する犯罪や消費者被害、交通事故、感染症の脅威などから

区民を守り、誰もが安全で安心して生活できる環境をつくります。

安全で安心して暮らせるまち
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